
編集後記
▼みなさまからのご意見ご感想お待ちしています（さ）
▼イスラエルによるパレスチナ人への大量虐殺が続いています。
ウクライナでも殺し合いが続いています。何故止められないの
か、私たちがどうすれば大切な命を守ることができるのか。そ
の惨憺たる現実の前にやるせなさが募ります。沖縄の辺野古で
は殺し合いの訓練のための新基地建設を進める工事が県民の意
志を無視し、強行されています。世界有数の巨大サンゴ群落が
広がり、約260もの絶滅危惧種を含む5300種以上の生物を育む
「宝の海」を埋め立てようとしているのです。命を奪い合う戦争
のための基地建設により自然の「命」が滅びていくのです。私
たちは、命を守るため、平和をつくるため、決して諦めずに声
をあげ続けていきましょう。（ひ）
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新愛隣館建設後の募金のお願い
～インクルーシブ社会の実現を！～

　2021年4月より、新愛隣館に戻ってまいりました。建築費用
は、自己資金と借入金のみで賄っております。つきましては、
皆さまからのお支えを引き続きお願いしたいと思います。これ
までも、多くのお支えをいただいておりながら、重ね重ねのお
願いで恐縮ですが、何卒よろしくお願いいたします。

＜寄付金振込先＞　寄付控除が受けられます
郵便振替：01020－5－39321
口座名義：社会福祉法人イエス団愛隣館研修センター
＊募金目標額：5百万円

新愛隣館建設後の募金のお願い
～インクルーシブ社会の実現を！～

　2021年4月より、新愛隣館に戻ってまいりました。建築費用
は、自己資金と借入金のみで賄っております。つきましては、
皆さまからのお支えを引き続きお願いしたいと思います。これ
までも、多くのお支えをいただいておりながら、重ね重ねのお
願いで恐縮ですが、何卒よろしくお願いいたします。

＜寄付金振込先＞　寄付控除が受けられます
郵便振替：01020－5－39321
口座名義：社会福祉法人イエス団愛隣館研修センター
＊募金目標額：5百万円

（４） 愛隣館研修センターニュース　2024 年 春（117）号

東九条のフィールドワークに行ってきました
永江 孝志 LGBTQの話をしよう「虹は見えたかな？」

アファーミングミニストリー研究報告会

鳥井 新平 ( 近江平安教会牧師 )

「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

」っていう言
こと

葉
ば

が巷
ちまた

で目
め

にするようになっています。向
むかいじま

島まちづくりビジョンでも「誰
だれ

もが
活
い

き活
い

きと暮
く

らせる向
むかい

島
じま

～暮
く

らし心
ここ

地
ち

を誇
ほこ

れる『多
た

文
ぶん

化
か

・多
た

世
せ

代
だい

共
きょう

生
せい

のまち』を目
め

指
ざ

すとあります。これを
策
さく

定
てい

する際
さい

に大
たい

切
せつ

に考
かんが

えたことは、「多
た

文
ぶん

化
か

」とは単
たん

に国
こく

籍
せき

や民
みん

族
ぞく

の違
ちが

いだけでなく、障
しょう

がいの有
う

無
む

や世
せ

代
だい

間
かん

のギャップ、LGBTQ、性
せい

自
じ

認
にん

や性
せい

的
てき

指
し

向
こう

の違
ちが

いなども含
ふく

めるということでした。地
ち

域
いき

の中
なか

にはいろいろな人
ひと

が暮
く

らしています。その人
ひと

がその人
ひと

らしく生
い

きていけるように人
じん

権
けん

と尊
そん

厳
げん

が守
まも

られる地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

がつくられて
いくことを目

め

指
ざ

していかねばなりません。今
こん

号
ごう

では向
むかい

島
じま

、東
ひがし

九
く

条
じょう

で多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

のまちづくりに取
と

り組
く

んでこ
られた方

かた

からご寄
き

稿
こう

いただきました。ご一
いち

読
どく

くださり、真
しん

の意
い

味
み

での「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

」のまちづくりを共
とも

に目
め

指
ざ

していきましょう。

住
す

みやすい国
くに

、ってなんだろう。書
しょ

評
ひょう

家
か

の三
み

宅
やけ

香
か

帆
ほ

さん

が京
きょう

都
と

新
しん

聞
ぶん

の「現
げん

代
だい

のことば」に寄
よ

せた文
ぶん

章
しょう

（2023 年
ねん

12

月
がつ

7 日
にち

）に目
め

がとまりました。

三
み

宅
やけ

さんがベルギーのブリュッセルに友
ゆう

人
じん

を訪
たず

ね、二
ふた

人
り

でベルギー・ビールを片
かた

手
て

に談
だん

笑
しょう

していたときのこと。も

し世
せ

界
かい

中
じゅう

のどこにでも住
す

めるなら、どこに住
す

みたい？とい

う問
と

いに、友
ゆう

人
じん

は、やっぱ、ベルギーがいいかなぁ、と言
い

いました。なぜなら、いろいろな人
じん

種
しゅ

の人
ひと

がいるし、みん

なそれをあたり前
まえ

だと思
おも

っているから。アジア人
じん

の私
わたし

でも、

ぜんぜん差
さ

別
べつ

なんか感
かん

じないんだよね、と。三
み

宅
やけ

さんは、

それまで、住
す

みやすい国
くに

とは、治
ち

安
あん

が良
よ

くて物
ぶっ

価
か

が安
やす

くて

清
せい

潔
けつ

で美
お

味
い

しい食
た

べ物
もの

がある、そんな国
くに

だと思
おも

っていたけ

れど、しかしそれは本
ほん

当
とう

だろうか、差
さ

別
べつ

がない、ただその

一
いっ

点
てん

が、住
す

みやすさにつながる最
さい

大
だい

の条
じょう

件
けん

ではないか、と

考
かんが

え込
こ

んでしまいました。そして、それは民
みん

族
ぞく

の問
もん

題
だい

だけ

ではなく、身
しん

体
たい

的
てき

にマイノリティーであること、さらには

言
こと

葉
ば

や思
し

想
そう

をバカにされないとか属
ぞく

性
せい

のみで何
なに

かを判
はん

断
だん

さ

れないとか、そういう些
さ

細
さい

な部
ぶ

分
ぶん

の「差
さ

別
べつ

されてなさ」こ

そが、その場
ば

所
しょ

の住
す

みやすさにつながるような気
き

がする、

と思
おも

ったのです。

このコラムを読
よ

んだとき、向
むかいじま

島まちづくりビジョン推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

をとおして、向
むかい

島
じま

の住
じゅう

民
みん

や事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

、学
がく

生
せい

たちがめざし

ていたのは、まさにこの意
い

味
み

での、住
す

みやすい街
まち

づくり、

すなわち『居
い

心
ごこ

地
ち

のよい「まち」づくりへの挑
ちょう

戦
せん

―京
きょう

都
と

南
なん

部
ぶ

からの発
はっ

信
しん

』（杉
すぎ

本
もと

星
せい

子
こ

・三
みつ

林
ばやし

真
ま

弓
ゆみ

編
へん

、2023 年
ねん

3 月
がつ

、

K-nit）であったと、改
あらた

めて思
おも

いました。当
とう

時
じ

は、目
め

の前
まえ

の

地域課題一
ひと

つ一
ひと

つに取
と

り組
く

むことに夢
む

中
ちゅう

になっていて、あ

まり強
つよ

く意
い

識
しき

してはいませんでしたが、それでもわたした

ちは漠
ばく

然
ぜん

と、だれも排
はい

除
じょ

しない、だれも排
はい

除
じょ

されない「まち」

づくりへの思
おも

いを共
きょう

有
ゆう

していたように思
おも

います。しかし、

ビジョン推
すい

進
しん

会
かい

議
ぎ

が終
お

わって 2 年
ねん

。コロナ禍
か

も収
しゅう

束
そく

し、向
むかい

島
じま

ニュータウンにもその周
しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

にも、外
がい

国
こく

籍
せき

の住
じゅう

民
みん

がさ

らに増
ふ

えてきている今
いま

、住
す

みやすい「まち」づくりは、ど

れほど進
すす

んでいるのでしょうか。

少
しょう

子
し

高
こう

齢
れい

化
か

が急
きゅう

速
そく

に進
すす

み、外
がい

国
こく

人
じん

労
ろう

働
どう

者
しゃ

なしに国
くに

の経
けい ざい

済

が立
た

ち行
ゆ

かないという危
き

機
き

感
かん

が煽
あお

られるなかで、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

117号

「 多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

」の地
ち

域
いき

ってどんなんかなぁ～？
平
ひ ら

田
た

　 義
ただし

住
す

みやすい国
く に

、 住
す

みやすい「 まち」、 最
さ い

大
だ い

の条
じょう

件
け ん

とは

京
きょう

都
と

文
ぶん

教
きょう

大
だい

学
がく

総
そう

合
ごう

社
しゃ

会
かい

学
がく

部
ぶ

教
きょう

授
じゅ

  杉
すぎ

本
もと

星
せい

子
こ
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生
せい

という言
こと

葉
ば

をあちこちで耳
みみ

にするようになりました。わ

たしは文
ぶん

化
か

人
じん

類
るい

学
がく

者
しゃ

ですので、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

問
もん

題
だい

の専
せん

門
もん

家
か

だ

と思
おも

われています。実
じっ

際
さい

、大
だい

学
がく

では「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

論
ろん

」の授
じゅ

業
ぎょう

を担
たん

当
とう

しています。その最
さい

初
しょ

の講
こう

義
ぎ

で学
がく

生
せい

たちに語
かた

るの

は、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

という言
こと

葉
ば

は危
き

険
けん

だから注
ちゅう

意
い

せよ、という

ことです。なぜなら、多
た

文
ぶん

化
か

、といったとたんに、人
ひと

と人
ひと

を区
く

別
べつ

するうえで文
ぶん

化
か

の違
ちが

いが決
けっ

定
てい

的
てき

な意
い

味
み

をもつかのよ

うな印
いん

象
しょう

が与
あた

えられてしまうからです。それと同
どう

時
じ

に、一
ひと

つの文
ぶん

化
か

と一
ひと

つの国
くに

あるいは一
ひと

つの民
みん

族
ぞく

とが、あたかも一
いち

対
たい

一
いち

で対
たい

応
おう

するかのようなイメージもつくりだされてしま

います。文
ぶん

化
か

人
じん

類
るい

学
がく

では、文
ぶん

化
か

とは、人
ひと

が生
う

まれ社
しゃ

会
かい

のな

かで生
い

きるなかで身
み

につけた生
せい

活
かつ

のあり方
かた

の総
そう

体
たい

をさす、

と定
てい

義
ぎ

されています。文
ぶん

化
か

は、一
ひと

つ二
ふた

つと数
かぞ

えられるよう

なものではないのです。確
たし

かに、特
とく

定
てい

の言
げん

語
ご

や宗
しゅう

教
きょう

といっ

た、なにか一
ひと

つを基
き

準
じゅん

にとれば、それを共
きょう

有
ゆう

する人
ひと

々
びと

のま

とまりを捉
とら

えることができるかもしれません。でも、基
き

準
じゅん

が変
か

われば、まとまりも変
か

わります。○○人
じん

とか、○○文
ぶん

化
か

なんて、幻
げん

想
そう

にすぎないのです。幻
げん

想
そう

は人
ひと

を魅
み

惑
わく

します。

でも、その幻
げん

想
そう

に身
み

をゆだねてしまうのは、危
き

険
けん

です。

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

という言
こと

葉
ば

の危
き

険
けん

性
せい

は、「共
きょう

生
せい

」という言
こと

葉
ば

の

なかにも潜
ひそ

んでいます。「共
とも

に生
い

きる」という動
どう

詞
し

形
けい

なら、

ケンカしながらもなんとかやっていくこともありでしょ

う。でも、「共
きょう

生
せい

」という名
めい

詞
し

には、共
とも

に生
い

きるために仲
なか

良
よ

くしなくてはいけない、理
り

解
かい

しあわなくてはならないとい

うニュアンスが含
ふく

まれがちです。もちろん、分
わ

かり合
あ

おう

とすることや、友
ゆう

好
こう

的
てき

な関
かん

係
けい

は大
たい

切
せつ

です。しかし、そんな

共
きょう

生
せい

を強
きょう

制
せい

されては、息
いき

苦
ぐる

しくてかないません。共
とも

に生
い

き

るために最
もっと

も大
だい

事
じ

なことは、ベルギーのように、いろいろ

な人
ひと

がいて、みんながそれをあたり前
まえ

だと思
おも

っていて、「差
さ

別
べつ

されてなさ」が実
じっ

感
かん

できること、なのです。

というわけで、わたしは、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

という言
こと

葉
ば

が大
だい

嫌
きら

いです。多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

、なんていわずにストレートに、

差
さ

別
べつ

がない社
しゃ

会
かい

、といえばよいのではないでしょうか。多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

というと、行
ぎょう

政
せい

が予
よ

算
さん

をつけて多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

事
じ

業
ぎょう

を策
さく

定
てい

してなんとかしてくれそうな、あるいは日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

がんばってね！といった、どこか他
た

人
にん

任
まか

せの気
き

持
も

ちにな

ります。でも、差
さ

別
べつ

がない社
しゃ

会
かい

、という言
こと

葉
ば

は、私
わたし

たちひ

とりひとりの心
こころ

に問
と

いかけてきます。差
さ

別
べつ

の根
ね

っこは、人
ひと

の心
こころ

のなかにあるからです。たとえ分
わ

かり合
あ

えなくてもい

い、ケンカしながらでもいい、差
さ

別
べつ

がない、というその一
いっ

点
てん

を確
かく

保
ほ

した、だれもがそこに居
い

てよいと安
あん

心
しん

できる「ま

ち」は、わたしたちひとりひとりの心
こころ

のありようから生
う

ま

れます。そこから、わたしたちの生
せい

活
かつ

のありようとしての、

すみやすい「まち」の文
ぶん

化
か

がつくりだせるでしょうか。遠
とお

い未
み

来
らい

から、問
と

われているように思
おも

います。

（『居
い

心
ごこ

地
ち

のよい「まち」づくりへの挑
ちょう

戦
せん

―京
きょう

都
と

南
なん

部
ぶ

から

の発
はっ

信
しん

』（杉
すぎ

本
もと

星
せい

子
こ

・三
みつ

林
ばやし

真
ま

弓
ゆみ

編
へん

、2023 年
ねん

3 月
がつ

、K-nit）、ぜひ、

読
よ

んでください。お申
もう

し込
こ

みは、向
むかいじま

島まちづくり情
じょう

報
ほう

発
はっ

信
しん

グループ杉
すぎ

本
もと

s-seiko@po.kbu.ac.jp　まで。）

私
わたし

が働
はたら

く希
き

望
ぼう

の家
いえ

は 京
きょうと

都市
し

南
みなみ

区
く

東
ひがし

九
く

条
じょう

の 北
ほくとう

東、鴨
かも

川
がわ

近
ちか

くに位
い

置
ち

し、すぐ北
きた

隣
となり

には、今
こ

年
とし

10 月
がつ

１日
にち

に京
きょう

都
と

市
し

立
りつ

芸
げい

術
じゅつ

大
だい

学
がく

が移
い

転
てん

してきた崇
すう

仁
じん

地
ち

域
いき

（下
しも

京
ぎょう

区
く

）があります。

戦
せん

後
ご

、鴨
かも

川
がわ

、高
たか

瀬
せ

川
がわ

周
しゅう

辺
へん

は全
ぜん

国
こく

から住
じゅう

居
きょ

や仕
し

事
ごと

を求
もと

めて

東
ひがし

九
く

条
じょう

にたどりついた人
ひと

たちが建
た

てたバラックで埋
う

め尽
つ

く

されていました。また、1910 年
ねん

日
にっ

韓
かん

併
へい

合
ごう

以
い

降
こう

、朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

から渡
わた

ってきた朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

が多
おお

く暮
く

らしていた地
ち

域
いき

でもありま

した。

希
き

望
ぼう

の家
いえ

がある地
ち

域
いき

は４ヶ町
ちょう

と呼
よ

ばれ、住
じゅう

居
きょ

、貧
ひん

困
こん

、教
きょう

育
いく

、火
か

事
じ

、地
じ

上
あ

げなど、長
なが

年
ねん

多
おお

くの問
もん

題
だい

を抱
かか

えてきました。

ここで 60 年
ねん

以
い

上
じょう

、希
き

望
ぼう

の家
いえ

は住
じゅう

民
みん

さんたちとともに歩
あゆ

ん

できました。

私
わたし

が 1991 年
ねん

に HEAT（東
ひがし

九
く

条
じょう

キリスト者
しゃ

活
かつ

動
どう

協
きょう

議
ぎ

会
かい

）

の研
けん

修
しゅう

でこの町
まち

に来
き

た頃
ころ

は、地
ち

域
いき

で活
かつ

動
どう

している先
せん

輩
ぱい

たち

のおかげもあって、町
まち

中
じゅう

が知
し

り合
あ

いのようでした。子
こ

ども

に「何
なに

人
じん

（なにじん）？」と聞
き

かれることが挨
あい

拶
さつ

代
が

わりだっ

たり、韓
かん

国
こく

料
りょう

理
り

やホルモン、豚
ぶた

焼
やき

肉
にく

の店
みせ

が昼
ひる

間
ま

から労
ろう

働
どう

現
げん

場
ば

帰
かえ

りの人
ひと

たちでにぎわっていたり、「はだかのおっちゃ

ん」という名
めい

物
ぶつ

おじさんがリヤカーを引
ひ

いて町
まち

を歩
ある

いてい

たりと、私
わたし

が住
す

んでいた町
まち

とは明
あき

らかに違
ちが

う空
くう

気
き

が流
なが

れて

いました。希
き

望
ぼう

の家
いえ

の大
だい

バザーにはフィリピンやペルー、

メキシコからの労
ろう

働
どう

者
しゃ

が来
こ

られていました。そんな町
まち

の雰
ふん

囲
い

気
き

は、とても居
い

心
ごこ

地
ち

がよくて、今
いま

思
おも

うと、この町
まち

の歴
れき

史
し

が生
う

み出
だ

した多
た

様
よう

性
せい

だったのかなと思
おも

います。

希
き

望
ぼう

の家
いえ

事
じ

業
ぎょう

は、 京
きょうとし

都市の同
どう

和
わ

対
たい

策
さく

事
じ

業
ぎょう

にかなり影
えい

響
きょう

を受
う

けていました。2002 年
ねん

同
どう

和
わ

対
たい

策
さく

が終
しゅう

了
りょう

し、2008 年
ねん

京
きょう

幅
は ば

広
ひ ろ

い多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

社
し ゃ

会
か い

をめざす交
こ う

流
りゅう

地
ち

域
いき

福
ふく

祉
し

センター希
き

望
ぼう

の家
いえ

　宇
う

山
やま

 世
せ

理
り

子
こ

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●



愛隣館研修センターニュース　2024 年 春（117）号 （３）（２） 愛隣館研修センターニュース　2024 年 春（117）号

都
と

市
し

同
どう

和
わ

行
ぎょう

政
せい

終
しゅう

結
けつ

後
ご

の行
ぎょう

政
せい

の在
あ

り方
かた

総
そう

点
てん

検
けん

委
い

員
いん

会
かい

の報
ほう

告
こく

に

より、コミュニティセンター（旧
きゅう

隣
りん

保
ほ

館
かん

）が最
さい

終
しゅう

的
てき

には、

民
みん

間
かん

委
い

託
たく

のいきいき市
し

民
みん

活
かつ

動
どう

センターへと移
い

行
こう

していきま

す。その過
か

程
てい

の中
なか

で、希
き

望
ぼう

の家
いえ

が京
きょう

都
と

市
し

の委
い

託
たく

で行
おこな

ってい

た、隣
りん

接
せつ

する生
せい

活
かつ

館
かん

（隣
りん

保
ぽ

館
かん

に準
じゅん

ずる建
たて

物
もの

）のやすらぎ教
きょう

室
しつ

（高
こう

齢
れい

者
しゃ

対
たい

象
しょう

の文
ぶん

化
か

教
きょう

室
しつ

や会
かい

食
しょく

、おでかけなど）や、一
ひと

人
り

暮
ぐ

らしの高
こう

齢
れい

者
しゃ

巡
じゅん

回
かい

訪
ほう

問
もん

なども終
しゅう

了
りょう

することになりま

す。今
こ

の希
き

望
ぼう

の家
いえ

がある建
たて

物
もの

には、生
せい

活
かつ

館
かん

が一
いっ

緒
しょ

に入
はい

る予
よ

定
てい

でしたが、 京
きょうとし

都市の急
きゅう

な方
ほう

針
しん

転
てん

換
かん

により、そこで「京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

・多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

ネットワーク促
そく

進
しん

事
じ

業
ぎょう

」を行
おこな

うこと

になったのです。

この事
じ

業
ぎょう

は「京
きょう

都
と

市
し

地
ち

域
いき

・多
た

文
ぶん

化
か

交
こう

流
りゅう

ネットワークサロ

ン（以
い

下
か

、ネットワークサロン）」という名
めい

称
しょう

で 13 年
ねん

目
め

を

迎
むか

えます。団
だん

体
たい

登
とう

録
ろく

制
せい

度
ど

を用
もち

いて、団
だん

体
たい

とつながり、交
こう

流
りゅう

し、協
きょう

力
りょく

しあうことで「幅
はば

広
ひろ

い多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

」を目
め

指
ざ

す

活
かつ

動
どう

を行
おこな

っています。子
こ

ども、高
こう

齢
れい

者
しゃ

、在
ざい

日
にち

コリアン、フィ

リピン人
じん

、障
しょう

害
がい

者
しゃ

、LGBTQ、依
い

存
ぞん

症
しょう

者
しゃ

や家
か

族
ぞく

、アーティス

トなど、さまざまなコミュニティや施
し

設
せつ

、団
だん

体
たい

が、現
げん

在
ざい

66

団
だん

体
たい

登
とう

録
ろく

しています。

４月
がつ

に行
おこな

っている東
ひがし

九
く

条
じょう

春
はる

まつりは、登
とう

録
ろく

団
だん

体
たい

が作
つく

るま

つりです。一
いち

番
ばん

の目
もく

的
てき

は出
で

会
あ

って交
こう

流
りゅう

すること。それだけ

のことかもしれませんが、この事
じ

業
ぎょう

が始
はじ

まる前
まえ

は、同
おな

じ地
ち

域
いき

にある施
し

設
せつ

がどんな場
ば

所
しょ

でどんな人
ひと

が働
はたら

いているかもわ

かりませんでした。10 周
しゅう

年
ねん

に発
はっ

行
こう

した通
つう

信
しん

では、この町
まち

が

ヘイト集
しゅう

団
だん

に攻
こう

撃
げき

された 2010 年
ねん

、差
さ

別
べつ

者
しゃ

を目
め

の前
まえ

に団
だん

結
けつ

することができなかったことがセンター長
ちょう

によって書
か

かれ

ています。この経
けい

験
けん

から 12 年
ねん

。今
いま

では東
ひがし

九
く

条
じょう

で活
かつ

動
どう

して

いる団
だん

体
たい

、施
し

設
せつ

が日
にち

常
じょう

的
てき

につながり、東
ひがし

九
く

条
じょう

マダン、東
ひがし

九
く

条
じょう

空
そら

の下
した

写
しゃ

真
しん

展
てん

、東
ひがし

九
く

条
じょう

芸
げい

術
じゅつ

祭
さい

、京
きょう

都
と

福
ふく

祉
し

まつりなど、さ

まざまな取
とり

組
く

みを一
いっ

緒
しょ

に行
おこな

っています。

ネットワークサロンでは研
けん

修
しゅう

受
うけ

入
いれ

も行
おこな

っています。「歴
れき

史
し

」「在
ざい

日
にち

コリアン」「まちづくり」「多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

」など、求
もと

められるテーマはいろいろですが、登
とう

録
ろく

団
だん

体
たい

で協
きょう

力
りょく

して研
けん

修
しゅう

を行
おこな

うこともできるようになりました。

私
わたし

が話
はな

す場
ば

合
あい

は、先
さき

にも述
の

べたように東
ひがし

九
くじょう

条の人
ひと

々
びと

の暮
く

らしの中
なか

に多
た

様
よう

性
せい

があり、多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

すための

基
き

盤
ばん

があったと思
おも

っているので歴
れき

史
し

には触
ふ

れますが、最
さい

近
きん

は特
とく

に学
がく

生
せい

さんたちに交
こう

流
りゅう

の重
じゅう

要
よう

性
せい

を伝
つた

えるために、東
ひがし

九
く

条
じょう

やネットワークサロンでの出
で

会
あ

いによって起
お

きた私
わたし

の心
こころ

の変
へん

化
か

をお話
はな

ししています。

・私
わたし
が育

そだ
ってきた環

かん
境
きょう
の中

なか
に朝

ちょう
鮮
せん
人
じん
はいなかった（と思

おも
っ

ていた）。
・障

しょう
害
がい
者
しゃ
は年
ねん
に一
いち
度
ど
、教

きょう
会
かい
で交
こう
流
りゅう
する人

ひと
たちだった。

・薬
やく
物
ぶつ
を使
つか
った人

ひと
は犯
はん
罪
ざい
者
しゃ
で悪
わる
い人
ひと
だと思

おも
っていた。

・東
ひがし
九
く
条
じょう
でさまざまな背

はい
景
けい
をもつ人

ひと
たちと出

で
会
あ
って、仲

なか
良
よ

くなって、こう思
おも
うようになった。

・朝
ちょう
鮮
せん
人
じん
（親

しん
友
ゆう
）や障

しょう
害
がい
者
しゃ
（仲

なか
間
ま
）が、なぜ排

はい
除
じょ
されなけ

ればいけないのか。
・薬

やく
物
ぶつ
依
い
存
ぞん
症の人

ひと
たち（いつも一

いっ
緒
しょ
に活

かつ
動
どう
しているこの人

ひと

たち）が、社
しゃ
会
かい
の中

なか
で人

ひと
とつながりながら生

い
きようとし

てはだめなのか。
　

出
で

会
あ

ったことによって、社
しゃ

会
かい

に対
たい

してやるせなさ、悲
かな

し

さ、怒
いか

りを感
かん

じるようにもなりましたが、さまざまな背
はい

景
けい

をもつ友
ゆう

人
じん

、仲
なか

間
ま

と過
す

ごせている今
いま

ではあたりまえの日
ひ

々
び

が、本
ほん

当
とう

に幸
しあわ

せだと思
おも

っています。だから、ネットワーク

サロンの幅
はば

広
ひろ

い多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

す取
と

り組
く

みは、私
わたし

に

とって大
たい

切
せつ

な人
ひと

たちとともに生
い

きるための大
たい

切
せつ

な取
と

り組
く

み

なのです。

「あたりまえ」「普
ふ

通
つう

」「常
じょう

識
しき

」のラインは、いつでも自
じ

分
ぶん

で変
か

えることができ、そのことで自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の人
じん

生
せい

が豊
ゆた

かに

なることを多
おお

くの人
ひと

に経
けい

験
けん

してほしいです。

▲東九条春まつりフィナーレ「さむるのたまご」
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ウクライナでも殺し合いが続いています。何故止められないの
か、私たちがどうすれば大切な命を守ることができるのか。そ
の惨憺たる現実の前にやるせなさが募ります。沖縄の辺野古で
は殺し合いの訓練のための新基地建設を進める工事が県民の意
志を無視し、強行されています。世界有数の巨大サンゴ群落が
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「宝の海」を埋め立てようとしているのです。命を奪い合う戦争
のための基地建設により自然の「命」が滅びていくのです。私
たちは、命を守るため、平和をつくるため、決して諦めずに声
をあげ続けていきましょう。（ひ）
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新愛隣館建設後の募金のお願い
～インクルーシブ社会の実現を！～

　2021年4月より、新愛隣館に戻ってまいりました。建築費用
は、自己資金と借入金のみで賄っております。つきましては、
皆さまからのお支えを引き続きお願いしたいと思います。これ
までも、多くのお支えをいただいておりながら、重ね重ねのお
願いで恐縮ですが、何卒よろしくお願いいたします。
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東九条のフィールドワークに行ってきました
永江 孝志 LGBTQの話をしよう「虹は見えたかな？」

アファーミングミニストリー研究報告会

鳥井 新平 ( 近江平安教会牧師 )
11 月

がつ

26 日
にち

( 日
にち

) 平
へい

和
わ

研
けん

修
しゅう

の一
いっ

環
かん

として、在
ざい

日
にち

韓
かん

国
こく

朝
ちょう

鮮
せん

人
じん

の方
かた

々が多
おお

く住
す

まわれている東
ひがし

九
く

条
じょう

にてフィールドワーク

をおこないました。東
ひがし

九
く

条
じょう

にある希
き

望
ぼう

の家
いえ

で前
まえ

川
かわ

修
おさむ

さん ( 希
き

望
ぼう

の家
いえ

・館
かん

長
ちょう

) の講
こう

演
えん

を聞
き

かせて頂
いただ

く事
こと

ができました。

戦
せん

争
そう

の混
こん

乱
らん

のため異
い

国
こく

の地
ち

・日
に

本
ほん

に連
つ

れて来
こ

られた韓
かん

国
こく

・

朝
ちょう

鮮
せん

の人
ひと

々
びと

が終
しゅう

戦
せん

後
ご

も帰
き

国
こく

できず、被
ひ

差
さ

別
べつ

部
ぶ

落
らく

の周
しゅう

辺
へん

地
ち

域
いき

に

移
い

住
じゅう

された歴
れき

史
し

について。地
ち

図
ず

や公
こう

文
ぶん

書
しょ

など貴
き

重
ちょう

な資
し

料
りょう

を紐
ひも

解
と

きながら、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

から現
げん

代
だい

へ続
つづ

く東
ひがし

九
く

条
じょう

の変
へん

遷
せん

について

解
かい

説
せつ

して頂
いただ

きました。江
え

戸
ど

や明
めい

治
じ

、大
たい

正
しょう

時
じ

代
だい

に思
おも

いをはせて

町
まち

の動
うご

きを考
かんが

えたことがなかったのでとても新
しん

鮮
せん

な学
まな

びと

なりました。

高
こう

度
ど

経
けい

済
ざい

成
せい

長
ちょう

期
き

には新
しん

幹
かん

線
せん

の開
かい

通
つう

に伴
ともな

う崇
すう

仁
じん

地
ち

区
く

の立
た

ち

退
の

きなどもあり、東
ひがし

九
く

条
じょう

の河
か

原
わら

にはバラック住
じゅう

宅
たく

が所
ところ

狭
せま

し

と建
た

ち並
なら

びました。以
い

降
こう

も虐
しいた

げられ続
つづ

けた住
じゅう

民
みん

の方
かた

々
がた

と共
とも

に

生
い

きようと生
せい

活
かつ

面
めん

・教
きょう

育
いく

など様
さま

々な活
かつ

動
どう

をおこなう「希
き

望
ぼう

の

家
いえ

」が出
で

来
き

ました。その希
き

望
ぼう

の家
いえ

の建
たて

物
もの

も現
げん

在
ざい

４代
だい

目
め

となり

隣
りん

保
ぽ

事
じ

業
ぎょう

として活
かつ

動
どう

してきましたが、それも制
せい

度
ど

が打
う

ち切
き

ら

れ出
で

来
き

なくなりました。前
まえ

川
かわ

さんはこの頃
ころ

を振
ふ

り返
かえ

って「制
せい

度
ど

によって自
じ

分
ぶん

たちの働
はたら

き方
かた

も余
よ

儀
ぎ

なく変
へん

化
か

を迫
せま

られ、明
あ

日
す

の見
み

えない日
にち

々でした」と語
かた

っておられました。

現
げん

在
ざい

では東
ひがし

九
く

条
じょう

も整
せい

備
び

が進
すす

み、住
す

みやすい地
ち

域
いき

になって

います。今
いま

、京
きょう

都
と

府
ふ

が掲
かが

げている『芸
げい

術
じゅつ

と融
ゆう

和
わ

する京
きょう

都
と

』と

いう町
まち

づくりテーマに沿
そ

った企
き

画
かく

がひとつ動
うご

いています。そ

れによりチームラボの施
し

設
せつ

などが東
ひがし

九
く

条
じょう

の住
じゅう

宅
たく

地
ち

に建
けん

設
せつ

予
よ

定
てい

されています。日
に

本
ほん

中
じゅう

から、いや世
せ

界
かい

中
じゅう

から観
かん

光
こう

客
きゃく

が集
あつ

ま

り東
ひがし

九
く

条
じょう

は活
かっ

性
せい

するかも知
し

れません。しかし前
まえ

川
かわ

さんは「東
ひがし

九
く

条
じょう

の活
かっ

性
せい

化
か

は大
おお

いに賛
さん

成
せい

だが、不
ふ

特
とく

定
てい

多
た

数
すう

の観
かん

光
こう

客
きゃく

が雪
な

崩
だ

れ込
こ

む事
こと

によって地
ち

域
いき

住
じゅう

民
みん

が築
きず

き上
あ

げて来
き

た暮
く

らしが脅
おびや

か

されはしないだろうか」と一
いち

抹
まつ

の不
ふ

安
あん

があるそうです。長
なが

い

街
まち

の歴
れき

史
し

の中
なか

で変
へん

化
か

や進
しん

歩
ぽ

が起
お

こってきましたが、そこに住
す

む人
ひと

の思
ひと

いや今
こん

回
かい

私
わたし

たちが歩
ある

いて回
まわ

った街
まち

の匂
にお

いなど、本
ほん

当
とう

に大
だい

事
じ

にしないといけないことまでもが変
か

わらないように、

「街
まち

と、人
ひと

と出
で

会
あ

う」事
こと

の大
たい

切
せつ

さを学
まな

んだ１日
にち

でした。

おもろい会
かい

に出
で

た。研
けん

究
きゅう

ってむずかしいと思
おも

ってたけ

ど、なんかワクワクするやん。アファーミングって何
なん

の

こっちゃって思
おも

ってたけど、「ありのままそのままでええん

や！！」ってことがわかった。

1 部
ぶ

は礼
れい

拝
はい

。黒
くろ

多
だ

牧
ぼく

師
し

が話
はな

をした。「歳
とし

とると耳
みみ

が聞
き

こえ

にくくなる」とか言
い

って、ウサギの被
かぶ

りもんをしはった。大
おお

きな白
しろ

い耳
みみ

がピクピク動
うご

いていた。お話
はなし

の途
と

中
ちゅう

で、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

がなった。黒
くろ

多
だ

牧
ぼく

師
し

が出
で

ると、なんとイエスさんからの電
でん

話
わ

やった。ミサイルが飛
と

んで、爆
ばく

弾
だん

がバンバン落
お

とされている

所
ところ

から、こちらにやって来
く

るという。黒
くろ

多
だ

牧
ぼく

師
し

は「みんなで

虹
にじ

が見
み

れますように」と祈
いの

った。

2 部
ぶ

は小
しょう

グループに分
わ

かれての話
はなし

し合
あ

い。「どんな色
いろ

が好
す

きですか？」「今
け

朝
さ

は何
なに

かを食
た

べましたか？」など、いろい

ろお話
はなし

をした。おもしろい、変
か

わった人
ひと

がいっぱいいた。最
さい

後
ご

にグループの旗
はた

を作
つく

った。その後
ご

、みんなで、また集
あつ

まっ

て、グループの代
だい

表
ひょう

がアイマスクをつけて、手
て

触
ざわ

りで自
じ

分
ぶん

の

グループの旗
はた

を当
あ

てた。触
さわ

るって楽
たの

しい。目
め

で見
み

ることで無
な

くしている感
かん

覚
かく

を総
そう

動
どう

員
いん

することができた。

3 部
ぶ

は、ダモンテさんの作
つく

った超
ちょう

美
おい

味
しい

しい料
りょう

理
り

をいただき

ながら、おしゃべりをしたり、歌
うた

ったり、踊
おど

ったり。その日
ひ

に結
けっ

成
せい

された「虹
にじ

色
いろ

楽
がく

団
だん

」の演
えん

奏
そう

はファンキーやった ? 愛
あい

隣
りん

館
かん

ヴギウギ ? それぞれの違
ちが

いを楽
たの

しみながら、自
じ

分
ぶん

のありの

ままを出
だ

し合
あ

える楽
たの

しい研
けん

究
きゅう

会
かい

でした。

▲ダモンテさんのおいしいお料理


